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スマートフォン用アプリケーション「レイミーの AI 病害虫雑草診断（水稲版）」の 

配信サービスを開始しました 
 

日本の農業の現場では担い手の減少・高齢化の進行等により労働力不足が深刻な課題と

なっております。こうした課題に対して AI や IcT 等の先端技術を活用して解決する「スマ

ート農業」が効果的な取り組みとして期待されています。このような環境の中、日本農薬株

式会社はスマート農業を通じて生産者の利便性を向上させるべくソリューションの開発を

進めてまいりました。今回、農作物や圃場に発生する病害虫や雑草の防除に適切な農薬情報

を検索する際に便利なツールとして、スマートフォン用アプリケーション「レイミーの AI
病害虫雑草診断（水稲版）」 の配信サービスを開始しましたので、お知らせいたします。 

また、広く世の中にスマート農業を普及させるには、価値観を同じくする農薬メーカーが

連携して取り組む事が重要だと考えております。この理念に日産化学株式会社、日本曹達株

式会社、三井化学アグロ株式会社の三社からご賛同いただき、国内におけるスマート農業の

速やかな確立・普及を図ることを目的に広く連携することにいたしました。まずは今回リリ

ースする「レイミーの AI 病害虫雑草診断（水稲版）」上で 4 社の保有する農薬情報を提供

致します。今後も 4 社協働して生産者や消費者にスマート農業を通じた新たなソリューシ

ョンやサービスを提供し、新たなビジネスモデルの創出につなげて参ります。 
 
【1】 サービスの概要  
「レイミーの AI 病害虫雑草診断アプリ」は、（iOS、Android 対応）カメラで撮影した作物

や田畑に発生する病害虫や雑草の画像に対して AI（NTT データ CCS 社と共同で開発）に

よる診断を行います。営農者が同定した病害虫雑草についてはその防除に適切な農薬を検

索し、詳細な情報にアクセスする事ができます。本アプリは AppStore または Googleplay 
を通じて無料でダウンロードすることができます（通信料はお客様のご負担となります）。  
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【2】 機能の詳細 
＜AI 病害虫雑草診断機能＞ 
作物に発生した病気や害虫、圃場に発生した雑草などをスマートフォンで撮影（またはギャ

ラリーから選択）し、「AI 診断」をタップすると、それがどのような病害虫・雑草か診断し

ます。診断結果は AI の自信度が高い順に表示されます。AI の診断結果と共に、撮影物の識

別に役立つ病害虫雑草のミニ図鑑が表示されます。 
＜防除薬剤提案機能＞ 
診断結果にもとづき、防除に有効な薬剤の一覧を表示します。薬剤を選択すると詳細情報を

確認できます。選択した薬剤をお気に入り登録して保存しておくこともできます。 
＜カルテ式診断機能＞ 
撮影した写真と病害虫・雑草ミニ図鑑の写真を比較しながら、自分で撮影物を診断する「カ

ルテ式診断」機能もあります。 
＜診断結果保存機能＞ 
診断結果は履歴として一定期間保存されますので、後でまとめて確認できます。写真を撮っ

た場所と診断を行った場所をマップ上に表示することもできます。 
＜天気予報といもち病発生予測機能＞ 
現在地の天気予報の確認と、気象状況からいもち病の発生を予測する機能があります。 
 
なお、本アプリは生産者の皆様から本アプリに関するご意見をいただき今後の改善に活

かすための試行版と位置付けております。今後は順次機能を追加するとともに、AI 診断が

可能な作物を拡大させていく予定です。 
 

詳しくは本アプリに関するサイトをご確認ください。 
サイト ：https://www.nichino.co.jp/products/aiapp/index.html 
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